
 

 

 

続く・続ける 

 

本日をもって、向日が丘支援学校 令和５年度２学期の教育活動を終了いたします。 

９月５日の２学期始業から、保護者の皆様、そして地域の皆様に支えられながら、この新しい場所での

教育活動を進めて参りました。 

たくさんの励ましの言葉、たくさんの笑顔をいただき、その一つ一つに背中を押されて、私たちは今日

この日まで歩み続けることができたと、心からそう思っています。 

中でも 11 月の学校祭「むこうがおか☆フェスタ」では、校舎が変わっても、子どもたちが地域の方々

や保護者の方々を迎えて、のびのびと普段の授業の力を発揮し活躍する姿を見ることができたことは、

大きな喜び、大きな励みでした。 

その学校祭の日からずっと、学校のエントランスには PTA の方々と、長岡京市環境の都づくり会議（通

称「竹のおじさん」）とのコラボで作製されたオブジェが飾ってあり、来校する方々を迎えてくれていま

す。 

オブジェには、この１学期までの学び舎であった旧校舎に子どもたちが思い思いに描いた言葉や絵の

写真が飾られています。旧校舎は、今はもうほとんど解体されていますが、この写真を見ると、旧校舎で

の学びが今につながっていることがはっきりと実感されます。あの場所から、この場所へと、向日が丘支

援学校が確かに続いています。 

そして、先日、この「学校の思い出づくりプロジェクト」

を実施してくださった、「ぺんてる株式会社」様、「キャノ

ンマーケティングジャパン株式会社」様から大きなパネ

ルが届きました。子ども達が撮影した、子ども達の写真、

最高です！このパネルは、3 学期からエントランスに飾り

ます。ぜひご覧ください。 

新しい年も、向日が丘支援学校は、向日が丘支援学校と

して歩み続けます。 

皆様、どうぞ良い新年をお迎えください。 

 

京都府立向日が丘支援学校 校長 平岡 克也 


